
日本トゥレット協会教育シンポジウム 2015 

in 仙台 
－トゥレット症候群の子どもの理解と支援－ 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成 27 年 11 月 15 日(日) 13：00－16：00  受付 12：30－ 

 

会 場：東北大学 文科系総合研究棟２０６教室 

       （〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 27-1） 

 

参加費：協会会員・家族会員 1,000 円  一般 2,000 円 

   （事前申し込みは必要ありません．参加費は当日受付でお支払いください） 

 

主 催：NPO 法人日本トゥレット協会   

 

後 援：トゥレット研究会 

プログラム 

13:00-13:15 協会会長挨拶     有澤 直人 

13:20-16:00 シンポジウム   

コーディネーター  相澤 雅文 （京都教育大学：トゥレット協会理事）  

「トゥレット症候群の医学的説明」 吉田 弘和氏（宮城県子ども総合センター） 

「支援の立場から」        蔦森 武夫氏（仙台市北部発達相談支援センター） 

「学校教育の立場から」      菊地 和則氏（仙台市立長命ヶ丘小学校） 

15:30-    シンポジストとフロア－の参加者を交えた討論 

16:00-16:30 懇親会 

 

 アクセス：仙台市営バス 

仙台駅バスプール 9 番のりば 

 青葉通・工学部経由 宮教大（・青葉台・

成田山）行 

 青葉通・理・工学部・仙台城跡南経由 動

物公園循環 

○東北大川内キャンパス・萩ホール前 

下車 

○東北大学入試センター前 下車 

「トゥレット症候群」とは，チック症状が多様に現れ，それが一年以上続くものです。チック

には，まばたき，口を尖らす，顔しかめなどの「運動チック」と，咳払い，ノド鳴らし，鼻鳴ら

しなどの「音声チック」があります。本シンポジウムでは通常の学級に在籍しているトゥレット

症候群及び発達障害の子ども達の理解と支援の在り方を検討することを目的としています。 

 

文科系総合研究棟

教育学研究科 

 


